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一
般
会
計
補
正
予
算
、
災
害
弔

慰
金
等
支
給
事
業
費
16
万
円
は
、

今
年
度
４
軒
の
家
屋
が
全
焼
す
る

火
災
が
発
生
し
て
お
り
、
合
計
18

万
円
を
見
舞
金
と
し
て
支
給
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
今
後
の
災
害
等

に
対
す
る
増
額
措
置
で
す
。
民
生

委
員
と
消
防
署
員
が
合
同
で
高
齢

者
世
帯
を
訪
ね
、
火
災
予
防
点
検

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

起
き
た
火
災
で
は
、
火
災
報
知
機

の
稼
働
に
よ
り
、
尊
い
命
が
救
わ

れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
火
災
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

を
切
に
願
い
、
今
回
の
補
正
予
算

に
賛
意
を
表
し
ま
す
。

防　

へ
の
取
り
組
み
と

害
弔
慰
金
の
補
正
予
算
に
賛
意

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健

康
保
険
制
度
関
係
業
務
準
備
事
業

費
補
助
金
、
委
託
料
の
１
３
４
６

万
９
千
円
は
、
県
及
び
県
内
市
町

村
間
で
の
情
報
連
携
等
の
シ
ス
テ

ム
改
修
費
用
で
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
の
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り
、

被
保
険
者
が
同
一
都
道
府
県
内
で

転
居
し
た
場
合
に
、
高
額
医
療
費

の
多
数
回
該
当
に
係
る
該
当
回
数

を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
経
済
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

高
額
医
療
費
が
多
数
回
該
当
に
な

る
と
き
に
は
、
病
気
を
持
つ
被
保

険
者
は
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に

も
大
変
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ

の
方
々
の
経
済
的
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
は
大
い
に
評
価
し
ま
す

が
、
一
方
、
都
道
府
県
単
位
化
に

よ
り
、
保
険
税
の
適
正
化
と
い
う

実
質
上
の
値
上
げ
が
市
民
の
負
担

増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
な
配

慮
、
検
討
を
す
る
よ
う
申
し
添
え

て
、
補
正
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

高
額
医
療
費
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
補
正
予
算
へ
賛
意

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
は
、
足
元

が
不
安
な
方
は
増
え
、
シ
ニ
ア
カ

ー
や
車
椅
子
、
手
押
し
の
シ
ル
バ

ー
カ
ー
な
ど
も
増
え
て
き
ま
す
。

歩
道
の
あ
り
方
は
、
同
時
に
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
な
ど
の
通
行
に
も
影
響

が
あ
り
ま
す
。
課
題
の
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
歩
道
の
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
を
望
み
、
陳
情
第
12
号
に
賛

成
し
ま
す
。

　

議
案
第
29
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）、
地
下
水
位
常
時
観
測
事
業

費
は
、
地
下
水
を
常
時
観
測
す
る

た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
６
台
の

地
下
水
位
計
の
う
ち
の
２
台
が
経

年
劣
化
に
よ
る
誤
差
が
生
じ
た
こ

と
に
よ
る
修
繕
の
た
め
の
増
額
措

置
で
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
で
、
早
期
に
発
見
・
修

繕
を
す
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
を

評
価
し
ま
す
。

　

議
案
第
30
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
国
民

陳
情
第
12
号
入
谷
小
学
校
北
門（
通
用
門
）及
び

正
門
歩
道
横
断
勾
配
改
善
に
つ
い
て
の
陳
情
に
賛
成

国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
予
算
措
置
を
評
価

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋　

淳
郎　
議
員
）

日
本
共
産
党
（
星
野　

久
美
子　
議
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子　
議
員
）

公
明
党
（
安
田　

早
苗　
議
員
）

　

議
案
第
29
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
費
２
５

０
万
円
は
、
相
武
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
会
へ

補
助
金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
相
武
台
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
強

化
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
し
て
賛
意
を
表
し

ま
す
。

　

地
下
水
位
常
時
観
測
事
業
費
84

万
１
千
円
に
つ
い
て
は
、
市
内
６

カ
所
の
井
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る

国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム

連
携
作
業
等
の
増
額
補
正
に
賛
意

自
民
党
・
い
さ
ま
（
吉
田　

義
人　
議
員
）

総
括
質
疑
（
６
月
２
日
）

　

竹
田
陽
介
（
自
民
党
・
い
さ

ま
）、
星
野
久
美
子
（
日
本
共
産

党
）、
松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）

報
告
第
９
号
に
対
す
る
質
疑

（
６
月
２
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

討
論
（
６
月
26
日
）

　

松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
明
進
会
）、

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）、

吉
田
義
人
（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、
安
田
早
苗
（
公
明
党
）

議
案
第
33
号
〜
議
案
第
44
号
に
対

す
る
質
疑
（
６
月
26
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

議
案
第
33
号
〜
議
案
第
44
号
に
対

す
る
討
論
（
６
月
26
日
）

　

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な

い
議
員
）

議
員
提
出
議
案
第
24
号
に
対
す
る

質
疑
（
６
月
26
日
）

　

池
田
徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）

議
員
提
出
議
案
第
24
号
に
対
す
る

討
論
（
６
月
26
日
）

　

伊
田
雅
彦
（
自
民
党
・
い
さ

ま
）、
安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）

自
動
記
録
式
地
下
水
位
計
の
う
ち

の
２
つ
の
修
繕
を
行
う
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
座
間
市
地
下
水
保
全

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
の
地
下
水

量
の
保
全
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
意

を
表
し
ま
す
。

　

災
害
弔
慰
金
等
支
給
事
業
費
に

つ
い
て
は
、
本
年
度
は
既
に
２
件

の
火
災
に
よ
り
４
軒
の
家
屋
が
全

焼
し
て
お
り
、
今
後
発
生
す
る
火

災
等
に
座
間
市
り
災
者
見
舞
金
支

給
要
綱
の
規
定
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
本
定
例
会

で
増
額
案
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
、

円
滑
な
事
業
執
行
に
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

次
に
、
議
案
第
30
号
、
平
成
29

年
度
座
間
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、

一
般
管
理
経
費
１
３
４
６
万
９
千

円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
の
国
保
制
度
改
革
都

道
府
県
単
位
化
の
施
行
に
向
け
た

準
備
の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額

措
置
で
あ
り
ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム

は
、
厚
生
労
働
省
が
開
発
し
、
都

道
府
県
が
運
用
す
る
国
保
情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
へ
の
連
携
作
業
等
を

行
う
も
の
で
、
市
町
村
ご
と
に
保

有
す
る
被
保
険
者
資
格
情
報
等
を

都
道
府
県
単
位
で
集
約
し
、
被
保

険
者
が
同
一
都
道
府
県
内
で
転
居

等
を
し
た
場
合
に
、
高
額
療
養
費

の
多
数
回
該
当
に
か
か
る
該
当
回

数
を
引
き
継
ぐ
な
ど
、
市
町
村
間

の
情
報
連
携
等
を
支
援
す
る
た
め

の
も
の
で
、
今
後
の
新
制
度
施
行

に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
も
、
県
市
町
村
準
備
会
議
に

お
い
て
、
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
運
営
方
針
を
決
定
し
て
い
く
な

ど
、
特
段
問
題
な
く
進
む
見
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
賛
意
を
表
し
ま

す
。

健
康
保
険
制
度
関
係
業
務
準
備
事

業
費
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
都

道
府
県
単
位
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
に
要
す
る
予
算
措
置
で
、
国

庫
補
助
10
分
の
10
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
神
奈
川
県
は
県
内
市
町
村
と

と
も
に
保
険
者
と
な
る
た
め
、
被

保
険
者
の
資
格
や
所
得
等
の
把
握
、

保
険
料
の
賦
課
や
収
納
状
況
の
管

理
等
、
県
と
市
町
村
と
の
役
割
分

担
の
あ
り
方
に
応
じ
た
電
算
シ
ス

テ
ム
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
相

当
の
人
的
・
財
政
的
負
担
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
こ
の
た
び
の

予
算
措
置
に
対
し
、
大
い
に
評
価

し
ま
す
。


